健康相談実施要領

１．目的

　　　生活習慣病予防健診等の効果を一層高めるため、健診結果で生活習慣を起因とする有所見項目のある被保険者を中心として、心身の健康問題、健康づくりに関する保健指導および健康相談を各事業所との連携のもと、保健師を派遣し実施する。

２．内容

· 各種健診の結果、生活習慣病の予防・改善を図るための助言を行う。

· 役職員本人及び家族の心身の健康についての相談を希望する者に対し助言を行う。

３．実施主体　　　　　　　

　　各事業所、滋賀県農協健康保険組合
４．実施日及び実施場所　　　

　　　　実施日　　　　　各事業所と健保組合が協議して決定する。
　　　　実施場所　　　　各事業所で用意する。　　　

５．実施対象者

・健診結果で有所見者のうち健保組合の保健師が必要と判断した人。
・事業所が人事労務管理上、指導が必要と判断した人。
　　・役職員および健診を受けた被扶養者で相談希望する人。
　　　　

６．実施形式

　　　　健診結果に基づく事後指導を含めて開催する。
７．実施手順

①健保組合へ「健康相談実施申込書」を提出する（事業所）（５月末締切）
②実施予定日の決定　

③保健指導対象者の選定及び事業所通知　（健保組合）

　＊健診結果から生活習慣改善を重点においた選定基準で健保組合が対象者を
選定し、事業主および事業所担当者宛に通知する。

④健康相談開催の周知・参加者募集及び取りまとめ　（事業所）

　＊事業所は健保組合が選定した保健指導対象者を中心に対象者を決定する。健康相談
については広く職員へ周知し参加を促す。併せて希望者の取りまとめを行う。
⑤対象者への通知（事業所）

    健康相談対象者へ通知し、当日の確実な参加と健診結果の持参を促す。
⑥健保組合へ「健康相談時間割表」の提出　（事業所）

　　取りまとめた健康相談対象者について「健康相談時間割表」を作成し健保

組合へ提出する。（実施予定日の７日前締切）
　　⑦事業実施

    健康相談が出来る雰囲気の醸成に努め、参加状況を確認し、必要な場合は電
話等で出席の確認をとる。

⑧事業所へ実施結果報告（健保組合）　　　　

　  要フォロー者等がいれば、必要に応じて指導伝達事項を事業所へ文書で報告する。

⑨事後措置（事業所）

　　　  担当者は要フォロー者についてその後の受診状況、生活状況についての確認
や、必要に応じ、病院受診や健康教室等の受講を勧奨する。また、必要に応じ

て産業医の意見を聞き対応する。
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